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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアラーの性別は、「② 女性」が86.8%となっており、「① 男性」の13.0%を大き

く上回っています。 

ケアラーの性別 問１(1) 

＊ ケアラーの年齢は、「③ 30～64歳」が73.2%で最も多く、65歳以上の高齢者が占

める割合は合わせて23.7%となっています。 

ケアラーの年齢 問１(2) 

＊ ケアラーの就労状況は、「⑤ 無職」が40.0%で最も多く、「① 正規雇用」は19.7%

となっています。 

ケアラーの就労状況 問１(3) 

① 58 (13.0%)

② 388 (86.8%)

③ 1 (0.2%)

①男性

②女性

③その他

ｎ＝447 

① 3 (0.7%)

② 10 (2.2%)

③ 327 (73.2%)

④ 83 (18.6%)

⑤ 22 (4.9%)

⑥ 1 (0.2%)

⑦ 1 (0.2%)
① 18歳未満

② 18～29歳

③ 30～64歳

④ 65～74歳

⑤ 75～84歳

⑥ 85歳以上

⑦無回答

ｎ＝447 

① 88 (19.7%)

② 138 (30.9%)

③ 23 (5.1%)

④ 16 (3.6%)

⑤ 179 (40.0%)

⑥ 3 (0.7%)
①正規雇用

②非正規雇用

③自営業

④自営手伝い等

⑤無職

⑥無回答

ｎ＝447 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアラーの居住地域は、「② 道央」が44.7%で最も多く、次いで「③ 道北」が

16.8%となっています。 

ケアラーの居住地域 問１(4) 

＊ 要ケア者※の続柄は、「⑥ 子」が76.3%で最も多く、次いで「① 父母」が8.1%と

なっています。 

要ケア者の続柄 問２(5) 

＊ 要ケア者の性別は、「① 男性」が54.8%となっており、「② 女性」の40.0%と比較

的近い割合になっています。 

要ケア者の性別 問２(6) 

① 40 (8.9%)

② 200 (44.7%)

③ 75 (16.8%)

④ 43 (9.6%)

⑤ 52 (11.6%)

⑥ 34 (7.6%)

⑦ 3 (0.7%)
①道南

②道央

③道北

④オホーツク

⑤十勝

⑥釧路・根室

⑦不明（無回答を含む）

※ 介護や援助を必要とする方 

ｎ＝447 

① 36 (8.1%) ② 23 (5.1%)

③ 1 (0.2%)

④ 21 (4.7%)

⑤ 5 (1.1%)

⑥ 341 (76.3%)

⑦ 20 (4.5%)
①父母

②配偶者

③孫

④兄弟姉妹

⑤親戚

⑥子

⑦その他（無回答を含む）

ｎ＝447 

① 245 (54.8%)

② 179 (40.0%)

③ 6 (1.3%)

④ 17 (3.8%)

①男性

②女性

③その他

④無回答

ｎ＝447 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要ケア者の年齢は、「③ 18～64歳」が58.2%で最も多く、次いで「② ６～17歳」

が24.6%となっています。 

要ケア者の年齢 問２(7) 

＊ ケアが必要な理由は、「② 知的障がい」が54.2%で最も多く、次いで「① 身体障

がい」が32.7%となっています。 

ケアが必要な理由 問２(8) 

＊ ケアの継続期間は、「④ 10年以上」が62.0%で最も多く、次いで「③ ３年以上10

年未満」が25.5%となっています。 

ケアの継続期間 問２(9) 

複数回答 

① 32 (7.2%)

② 110 (24.6%)

③ 260 (58.2%)

④ 13 (2.9%)

⑤ 16 (3.6%)

⑥ 6 (1.3%)
⑦ 10 (2.2%)

①０～５歳

②６～17歳

③ 18～64歳

④ 65～74歳

⑤ 75～84歳

⑥ 85歳以上

⑦無回答

ｎ＝447 

(13.8%) 61

(9.7%) 43

(9.7%) 43

(12.2%) 54

(25.1%) 111

(15.1%) 67

(54.2%) 240

(32.7%) 145

⑧その他

⑦医療的ケア

⑥難病

⑤重症心身障がい

④発達障がい

③精神障がい

②知的障がい

①身体障がい

0 50 100 150 200 250

ｎ＝443、回答総数764 

① 13 (2.9%)

② 39 (8.7%)

③ 114 (25.5%)

④ 277 (62.0%)

⑤ 4 (0.9%) ①１年未満

②１年以上３年未満

③３年以上10年未満

④ 10年以上

⑤無回答

ｎ＝447 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要ケア者との居住形態は、「① 同居」が89.5%となっており、「② 別居」の9.8%

を大きく上回っています。 

要ケア者との居住形態 問３(10) 

＊ 要ケア者と同居しているケアラーの世帯人員は、「② ３人」が37.8%で最も多く、

次いで「③ ４人」が28.3%となっています。 

ケアラーの世帯人員（要ケア者と同居している場合） 問３(11) 

＊ 別の要ケア者の存否は、「② いない」が65.0%となっており、「① いる」の35.0%

を大きく上回っています。 

別の要ケア者の存否（要ケア者と同居している場合） 問３(12) 

① 400 (89.5%)

② 44 (9.8%)

③ 3 (0.7%)

①同居

②別居

③無回答

ｎ＝447 

① 71 (17.8%)

② 151 (37.8%)

③ 113 (28.3%)

④ 45 (11.3%)

⑤ 14 (3.5%)

⑥ 6 (1.5%)

①２人

②３人

③４人

④５人

⑤６人以上

⑥無回答

ｎ＝400 

① 140 (35.0%)

② 260 (65.0%)

①いる

②いない
ｎ＝400 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要ケア者と別居しているケアラーの世帯人員は、「① １人」が52.3%で最も多く、

次いで「② ２人」が22.7%となっています。 

ケアラーの世帯人員（要ケア者と別居している場合） 問３(13) 

＊ 別の要ケア者の存否は、「② いない」が79.5%となっており、「① いる」の20.5%

を大きく上回っています。 

別の要ケア者の存否（要ケア者と別居している場合） 問３(14) 

＊ 日常的なケアの分担者は、「⑧ いない」が31.1%で約３割を占めており、いる場

合の続柄は、「② 配偶者」が46.8%で最も多くなっています。 

日常的なケアの分担者 問３(15) 

① 23 (52.3%)

② 10 (22.7%)

③ 6 (13.6%)

④ 3 (6.8%)

⑤ 1 (2.3%)

⑥ 1 (2.3%) ①１人

②２人

③３人

④４人

⑤５人

⑥無回答

ｎ＝44 

① 9 (20.5%)

② 35 (79.5%)

①いる

②いない
ｎ＝44 

(31.1%) 136

(10.5%) 46

(11.4%) 50

(1.1%) 5

(10.0%) 44

(0.9%) 4

(46.8%) 205

(10.0%) 44

⑧いない

⑦その他

⑥父母

⑤親戚

④兄弟姉妹

③孫

②配偶者

①子

0 50 100 150 200

複数回答 

ｎ＝438、回答総数534 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアの分担者の負担感は、無回答を除くと、「② やや負担になっていると思う」

が21.2%で最も多くなっています。 

ケアの分担者の負担感 問３(16) 

＊ ケアラー自身の負担を増やすことで分担者の負担を軽減したいとする思いは、無

回答を除くと、「② やや感じる」が12.6%で最も多くなっています。 

分担者の負担軽減に対する思い（方法ａ：ケアラーの負担を増やす） 問３(17) 

＊ 他の家族にも関わってもらうことで分担者の負担を軽減したいとする思いは、無

回答を除くと、「② やや感じる」が17.2%で最も多くなっています。 

分担者の負担軽減に対する思い（方法ｂ：他の家族にも関わってもらう） 

 

問３(17) 

① 17 (5.6%)

② 64 (21.2%)

③ 38 (12.6%)

④ 10 (3.3%)

⑤ 173 (57.3%)

①大変負担になっていると思う

②やや負担になっていると思う

③あまり負担になっていないと思う

④全く負担になっていないと思う

⑤無回答

ｎ＝302 

① 26 (8.6%) ② 38 (12.6%)

③ 34 (11.3%)

④ 36 (11.9%)

⑤ 31 (10.3%)

⑥ 137 (45.4%)

①大変感じる

②やや感じる

③どちらでもない

④あまり感じない

⑤感じない

⑥無回答

ｎ＝302 

① 38 (12.6%)

② 52 (17.2%)

③ 29 (9.6%)

④ 31 (10.3%)

⑤ 19 (6.3%)

⑥ 133 (44.0%)

①大変感じる

②やや感じる

③どちらでもない

④あまり感じない

⑤感じない

⑥無回答

ｎ＝302 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 公的支援やサービスを利用することで分担者の負担を軽減したいとする思いは、

無回答を除くと、「② やや感じる」が20.5%で最も多くなっています。 

分担者の負担軽減に対する思い（方法ｃ：公的支援やサービスを利用） 問３(17) 

＊ ケアの内容は、「① 日常生活上の援助」が95.0%で最も多く、次いで「② 身体的

介護・介助」が86.8%となっています。 

ケアの内容 問４(18) 

＊ ケアの頻度は、「① 毎日」が85.2%で最も多く、その他を除くと、次いで「② 週

４～６回」が3.6%となっています。 

ケアの頻度 問４(19) 

複数回答 

① 56 (18.5%)

② 62 (20.5%)

③ 20 (6.6%)

④ 23 (7.6%)

⑤ 12 (4.0%)

⑥ 129 (42.7%)

①大変感じる

②やや感じる

③どちらでもない

④あまり感じない

⑤感じない

⑥無回答

ｎ＝302 

(7.8%) 33

(70.0%) 297

(80.7%) 342

(86.8%) 368

(95.0%) 403

⑤その他

④付き添い・同行（余暇活動）

③書類申請・提出の支援

②身体的介護・介助

①日常生活上の援助

0 50 100 150 200 250 300 350 400

※ ①は、「家事援助」「通

院援助」「金銭管理」など

の選択肢を含む。 
ｎ＝424、回答総数1,443 

① 381 (85.2%)

② 16 (3.6%)

③ 10 (2.2%)

④ 7 (1.6%)

⑤ 13 (2.9%)

⑥ 20 (4.5%)

①毎日

②週４～６日

③週２～３日

④週１日

⑤月に２～３日

⑥その他（無回答を含む）

ｎ＝447 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアの最長時間は、「⑤ ９時間以上」が39.8%で最も多く、次いで「② １時間以

上３時間未満」が19.2%となっています。 

ケアの最長時間 問４(20) 

＊ ケアに関する悩みは、「① ケアラー自身の健康面や介護負担」が97.3%で最も多

く、次いで「③ 要ケア者の心身の状態や将来」が90.6%となっています。 

ケアに関する悩み 問４(21) 

＊ ケアラーが求めている支援は、「③ 要ケア者のための各種サービス」が90.6%で

最も多く、次いで「② ケアの負担を軽減する支援」が89.7%となっています。 

ケアラーが求めている支援 問４(22) 複数回答 

① 29 (6.5%)

② 86 (19.2%)

③ 76 (17.0%)

④ 44 (9.8%)

⑤ 178 (39.8%)

⑥ 34 (7.6%)

①１時間未満

②１時間以上３時間未満

③３時間以上６時間未満

④６時間以上９時間未満

⑤９時間以上

⑥無回答

ｎ＝447 

複数回答 

(6.4%) 28

(38.2%) 167

(38.9%) 170

(90.6%) 396

(65.9%) 288

(97.3%) 425

⑥その他

⑤公的支援やサービスに関すること

④要ケア者以外の家族との過ごし方

③要ケア者の心身の状態や将来

②経済面や生活面に関すること

①ケアラー自身の健康面や介護負担

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

ｎ＝437、回答総数1,474 

(20.3%) 98

(79.3%) 338

(90.6%) 386

(89.7%) 382

(84.3%) 359

⑤その他（経済的支援等）

④ケアラーにとっての精神的な支え

③要ケア者のための各種サービス

②ケアの負担を軽減する支援

①ケアラーが相談できる人や場所

0 50 100 150 200 250 300 350 400

ｎ＝426、回答総数1,563 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 緊急時等におけるケアの代替者の有無は、「② 配偶者」が53.3%で最も多い一方、

「⑦ 誰もいない」との回答も１割を超えています。 

ケアの代替者の有無 問４(23) 

＊ ケアをすることによる健康状態への影響は、「① 疲労がある、疲れが取れない」

が76.4%で最も多く、次いで「② 体調を崩すことがある」が47.8%となっています。 

ケアをすることによる健康状態への影響 問５(24) 

＊ 趣味や休息等のための時間確保は、「③ あまり取れていない」が42.3%で最も多

く、次いで「② 概ね取れている」が34.7%となっています。 

趣味や休息等のための時間確保 問５(25) 

複数回答 

(14.0%) 61

(24.3%) 106

(31.4%) 137

(6.4%) 28

(10.8%) 47

(53.3%) 233

(17.6%) 77

⑦誰もいない

⑥その他

⑤医療福祉従事者

④祖父母・父母・孫・親族

③兄弟姉妹

②配偶者

①子

0 50 100 150 200 250

複数回答 

ｎ＝437、回答総数689 

(18.4%) 76

(29.1%) 120

(8.7%) 36

(6.1%) 25

(30.8%) 127

(27.4%) 113

(47.8%) 197

(76.4%) 315

⑧特にない

⑦その他

⑥通院できていない

⑤持病が悪化した

④睡眠不足である

③気分が沈みがちである

②体調を崩すことがある

①疲労がある、疲れが取れない

0 50 100 150 200 250 300 350

ｎ＝412、回答総数1,009 

① 61 (13.6%)

② 155 (34.7%)

③ 189 (42.3%)

④ 30 (6.7%)

⑤ 12 (2.7%)
①取れている

②概ね取れている

③あまり取れていない

④全く取れていない

⑤無回答

ｎ＝447 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアをすることによる生活面への影響は、「⑥ 特にない」が44.9%で最も多く、

次いで「① 出費が増えるようになった」が34.7%となっています。 

ケアをすることによる生活面への影響 問５(26) 

＊ 頼りにしている相談先は、「② 障害福祉サービス事業所」が69.2%で最も多く、

次いで「⑥ 家族」が54.7%となっています。 

頼りにしている相談先 問５(27) 

＊ 現在の暮らし向きは、「② 普通」が62.4%で最も多く、次いで「① 苦しい」が

28.4%となっています。 

現在の暮らし向き（生活や家計の状況） 問５(28) 

(44.9%) 181

(9.7%) 39

(6.9%) 28

(6.0%) 24

(16.4%) 66

(34.7%) 140

⑥特にない

⑤その他

④離職・失業した

③転職した

②収入が減った

①出費が増えるようになった

0 50 100 150 200

複数回答 

ｎ＝403、回答総数478 

複数回答 

ｎ＝428、回答総数1,238 
(13.2%) 57

(12.6%) 54

(54.7%) 234

(26.2%) 112

(29.9%) 128

(30.4%) 130

(69.2%) 296

(53.0%) 227

⑧その他

⑦家族会等

⑥家族

⑤学校・託児所

④市町村

③医療機関

②障害福祉サービス事業所

①相談支援事業所

0 50 100 150 200 250 300

① 127 (28.4%)

② 279 (62.4%)

③ 15 (3.4%) ④ 16 (3.6%)

⑤ 10 (2.2%)
①苦しい

②普通

③ゆとりがある

④答えたくない

⑤無回答

ｎ＝447 

※ ⑧は、「民生委員・児童

委員」「近隣住人や知人」

の選択肢を含む。 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 今後の暮らし向きの見通しは、「② 今と変わらない」が32.4%で最も多く、次い

で「① 今より苦しくなる」「④ わからない」が30.9%となっています。 

今後の暮らし向きの見通し 問５(29) 

＊ 要ケア者のサービス利用状況は、「① 利用している」が91.1%で最も多く、「② 利

用していない」との回答は１割未満となっています。 

要ケア者のサービス利用状況 問６(30) 

＊ サービスを利用していない理由は、「① 要ケア者が希望しない」が48.1%で最も

多く、次いで「② ケアラーによるケアで足りている」が44.4%となっています。 

サービスを利用していない理由 問６(31) 複数回答 

① 138 (30.9%)

② 145 (32.4%)

③ 9 (2.0%)

④ 138 (30.9%)

⑤ 8 (1.8%)
⑥ 9 (2.0%)

①今より苦しくなる

②今と変わらない

③今より楽になる

④わからない

⑤答えたくない

⑥無回答

ｎ＝447 

① 407 (91.1%)

② 29 (6.5%)

③ 11 (2.5%)

①利用している

②利用していない

③無回答

ｎ＝447 

(11.1%) 3

(18.5%) 5

(3.7%) 1

(22.2%) 6

(7.4%) 2

(44.4%) 12

(48.1%) 13

⑦その他

⑥利用したいサービスが近くにない

⑤利用手続きがわからない

④利用可能なサービスがわからない

③経済的な不安がある

②ケアラーによるケアで足りている

①要ケア者が希望しない

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ｎ＝27、回答総数42 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 利用しているサービスの種別は、「① 通所型サービス」が62.4%で最も多く、次

いで「⑥ 医療（訪問診療・看護を含む）」が56.6%となっています。 

利用しているサービスの種別 問６(32) 

＊ サービス利用の契機は、「④ 学校・託児所の勧奨（健診や発達相談）」が49.1%で

最も多く、次いで「③ 相談支援事業所の勧奨」が33.8%となっています。 

サービス利用の契機 問６(33) 

＊ サービス利用料の負担感は、「② やや負担に感じる」が27.3%で最も多く、次い

で「③ あまり負担に感じない」が24.3%となっています。 

利用料の負担感 問６(34) 

複数回答 

(21.0%) 83

(56.6%) 224

(10.4%) 41

(23.0%) 91

(36.4%) 144

(33.9%) 134

(62.4%) 247

⑦その他

⑥医療（訪問診療・看護を含む）

⑤同行援護・行動援護

④移動支援

③短期入所・日中一時支援

②訪問型サービス

①通所型サービス

0 50 100 150 200 250

ｎ＝396、回答総数964 

(6.1%) 24

(17.4%) 68

(5.9%) 23

(25.8%) 101

(49.1%) 192

(33.8%) 132

(32.0%) 125

(6.4%) 25

⑧その他

⑦市町村職員の勧奨

⑥家族（ケアラー以外）の勧奨

⑤医療機関の勧奨

④学校・託児所の勧奨（健診や発達相談）

③相談支援事業所の勧奨

②ケアラーの勧奨

①要ケア者の希望

0 50 100 150 200

ｎ＝391、回答総数690 

複数回答 

① 78 (19.2%)

② 111 (27.3%)

③ 99 (24.3%)

④ 58 (14.3%)

⑤ 54 (13.3%)

⑥ 7 (1.7%)
①負担に感じる

②やや負担に感じる

③あまり負担に感じない

④負担に感じない

⑤どちらともいえない

⑥無回答

ｎ＝407 
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Ａ－❷ 障がい者を介護や援助しているケアラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ サービス利用に関する抵抗感は、「⑧ 特にない」が51.1%で最も多く、次いで「② 

他人を家に入れたくない」が18.8%となっています。 

サービス利用に関する抵抗感 問６(35) 

＊ 利用しているサービスの満足感は、「② 概ね満足している」が45.7%で最も多く、

次いで「① 満足している」が27.8%となっています。 

利用しているサービスの満足感 問６(36) 

＊ サービス利用に必要な配慮は、「① サービス種類の拡大」が50.3%で最も多く、

次いで「② 利用手続きの簡素化」が37.3%となっています。 

サービス利用に必要な配慮 問６(37) 複数回答 

(51.1%) 193

(4.8%) 18

(7.9%) 30

(10.3%) 39

(11.6%) 44

(11.6%) 44

(18.8%) 71

(6.9%) 26

⑧特にない

⑦その他

⑥経済的な不安がある

⑤世間体が気になる

④世帯の情報を伝えることに抵抗がある

③家族がケアすることは当然だと思う

②他人を家に入れたくない

①公的支援を受けることに抵抗がある

0 50 100 150 200

ｎ＝378、回答総数465 

複数回答 

ｎ＝378、回答総数763 

① 113 (27.8%)

② 186 (45.7%)

③ 46 (11.3%)

④ 17 (4.2%)

⑤ 30 (7.4%) ⑥ 15 (3.7%)

①満足している

②概ね満足している

③やや不満足である

④不満足である

⑤どちらともいえない

⑥無回答

ｎ＝407 

(12.4%) 47

(9.3%) 35

(26.5%) 100

(20.1%) 76

(28.0%) 106

(18.0%) 68

(37.3%) 141

(50.3%) 190

⑧特にない

⑦その他

⑥サービス提供場所の近接

⑤サービス内容の平易な説明

④利用時間の延長

③利用料の低減

②利用手続きの簡素化

①サービス種類の拡大

0 50 100 150 200


